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  SH－582 was used in twenty outpatients of benign prostatic hypertrophy． The total doses

ad血nistered were more than 3，000 mg， Residual feeling was relieved in all cases． Several

examinations such as digital palpation， residual urine volurne， urofiometry and urethrography，

were also studied． The result of these丘ndi且gs showed considerable i皿provement． No side

effect was observed in any cases．

         は し が き

 前立腺肥大症の根治的療法としては前立腺被膜下摘

除術または経尿道的前立腺切除術が慣用されている

が，年齢および全身状態などの要因で施行不能な症例

も多い．しかし非観血的療法としては決定的な薬剤の

ないのが現状である．

 われわれは前にドイツ・シェーリング社にて開発さ

れたgestagen製剤SH－582（17α一hydroxy－19－nor－

progesterone caproate）のラット性腺に及ぼす影響

と前立腺肥大症に対する臨床効果を検討しその結果を

報告したが，今回は主としてSH－582の大量療法を試

みたのでその臨床成績について報告する．

        対象および投与法

 1969年3月よりユ970年7月までに鹿児島大学泌尿

器科に来院し前立腺肥大症と診断されたもののうち

Table 1に示す20名を対象とした，年齢は58歳より76

歳にわたり，そのほとんどが排尿困難を主訴とする

stage I～IIに属する症例である．

 投与法はTable 2に示すように原則としてはSH－

582を1回200mgまたは300 mg週1回で，いず
れも総量3，000mg以上を目標として筋注した，

        臨床成績と副作用

 自他覚的症状はいずれも前回より良好な臨床成績を

得た．すなわち自覚的主症状である排尿困難は程度の

差はあっても投与した全例に改善をみた．他覚症状の

   Table 1． Clinical results of SH－582．
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Table 2

中山・ほか：前立腺肥大症プロゲストーゲン療法

ADrvllNISTRATION METHOD

 DosE一一一・200 mg oR soo ng， oNcE A wEEK

     INTRAMUSCVLAR INJECTION

 TOTAL DOSE一一一〇VER 5000 ng

検討では前立腺触診所見がFig．1のように75％，残

尿量がFig．2のように78％， MVRによる尿波測定

所見の判定ではFig．3のように72％にそれぞれ改善

がみられた．尿道膀胱造影所見による前立腺腫の大き

さの判定では腺腫の縮小は12例中2例にみられた．そ

のうちの1例（case No．5）をFig．4に示した．左が

SH・582投与前，右が9，900mg投与後のものでかな

り著しい腺腫の縮小をみている．

 以上の成績をまとめてみるとTable 3のごとくで

ある．前回のSH・582総投与量は400～3，200 mgで

比較的少なく，週1回200mg，または週2回，1回

100mg投与であったが，今回は総投与量がいずれも
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Table 3

中山・ほか：前立腺肥大症プロゲストーゲソ療法

THE σL工N工σAL EFFECTS
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3，000m9以上で最高9，900 mgであった．

投与量を増したために，その臨床成績は著しく上昇

し，前回残尿量を除いてほとんど効果のみられなかっ

た他覚症状の改善も多くの症例にみられた．この結果

は前回の動物実験でかなり大量投与でラット前立腺の

縮小がみられた成績と符合する．経験的には，SH－582

の総投与量よりむしろ1回投与量を多くし，比較的短

期間で治療するほうがより効果的な印象をうけた．

 現在週2回，1回300～400mgに増量し2カ月問

ItyMROVED

NO CHANGE

bECREASED

NO C｝IANGE

INCREASED

IMPROVED

NO CHANGE

工MPROVED
NO CHANGE

 すなわち

811

，その後は少量すなわち100 mg程度を維持量として

1週ないし2週に1回投与する方法を検討している．

む  す  び

 1．前回にひき続き前立腺肥大症患者20例に対し，

17α一hydroxy－19－nor－progesterone caproateを総投

与量3，000 mg以上投与し，臨床的に自他覚症状を検

討した結果自覚症状ならびに他覚症状の改善がみられ

た．

 2．問題となる副作用はみられなかった，

 3．観血的治療を施行できない前立腺肥大症患者に

対して本剤はすぐれた薬剤であると考えられる．

 4，投与法は経験的に投与期間を延長するよりむし

ろ1回投与量を増したほうがより効果的であると思わ

れ，このことは前回の基礎的小実験よりもうらづけら

れる．

 終りに本剤の提供をうけた日本シェーリング社に感謝す

る．なお本論文の要旨は1970年7月11日東京でおこなわれた

第2回SH－582シンポジウムにおいて発表した．


